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法人事務局 
 

社会福祉法人みどり会は、保育・高齢介護・障害の三領域を通じ、広島市・廿日市市・安芸郡府中町
における地域社会の福祉向上に取り組んでいる。“「誰もが社会の主人公」となる社会をつくる“を理念
に掲げ、利用者一人ひとりの想いや言動に寄り添い、その人らしい生活を支える特色あるアプローチを
展開する。 

 

令和７年度に総括 
 

令和 7 年度は、理事会体制の変化を契機に、これまでになかった経営意識の醸成、サービスの質向上へ
の取り組み、人事制度の見直しなど、法人全体の体制強化が大きく進んだ一年であった。 
 
特に、設置から 3 年が経過した指針委員会において、法人の方向性を明確に示す指針が完成したことは
大きな成果である。単なる策定にとどまらず、その内容を各部門へどのように浸透させるかについても
具体的な議論が進み、法人内の横断的な連携を意識した動きが見られるようになった。 
 
また、各事業所におけるコンプライアンス強化の観点から、経理処理フローやチェック体制の見直しを
実施し、業務の適正性および透明性の向上を図った。具体的には、担当者の役割分担の明確化や承認プ
ロセスの整理を行い、内部統制の強化に取り組んだ。 
あわせて、最低賃金の上昇を踏まえ、人件費の構造を再点検し、持続可能な運営を見据えた人件費管理
の適正化を推進した。さらに、給与規程およびキャリアパス制度についても見直しを行い、職員の処遇
改善と成長機会の明確化を図ることで、人材の定着および育成につながる基盤整備を進めた。 
これらの取り組みにより、今後の安定的な事業運営に資する人件費管理および人材育成の体制強化を図
った。 
 
施設面においては、設立以来の経年劣化を踏まえ、大規模修繕計画を策定し、府中みどり園における外
壁改修工事や空調設備の更新など、過去最大規模の修繕を実施した。あわせて、今後の修繕に備えた積
立の仕組みについても整理・運用を開始した。 
 
一方で、本年度は複数のトラブル対応にも直面した。府中みどり園祭りにおける売上金管理の不備、こ
ども園の園バス購入先の倒産による納車不履行、ゆめのはこども園における 2 階廊下の防水未施工問題
（未解決）などが発生したが、これらについては事務局を中心に一つひとつ整理し、対応を進めてい
る。 
 
これらの経験は、従来の業務処理の煩雑さや管理体制の課題を改めて認識する契機となり、事務局内に



おける業務改善および意識改革の推進につながった点は重要である。 
 
人事面では、府中みどり園の施設長の退職をはじめ、こども園における管理職体制の変更など大きな転
換期を迎えた。これに伴い、各チームにおける役割の明確化を進めるとともに、新たな体制による組織
運営に向けた基盤整備を行った。 

 

事業課題と方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
年間計画 取組内容 評価 

職員が安心して働ける環境整備のため最低賃金
の引き上げに対応し、給与体系を見直す。 

最低賃金の引き上げに対応し、賃金テーブ
ルの見直しおよび給与規定の改定を実施し
た。あわせて、処遇改善加算を基本給へ組
み込み、給与体系の整理を行った。これに
より、全体的な給与水準の向上を図った。 

〇 

考課や昇給に関わるキャリアパスを見直し、公平
性と透明性を高めた評価制度を整備する。 

現場の実態に即した内容へキャリアパスの
見直しを行い、役割や求められる能力、昇
格基準等を整理した。あわせて、職員にと
って理解しやすい構成へ再編し、将来像や
成長の道筋が明確となる制度とした。 

〇 

各部門で次世代リーダーの育成を本格的に開始
し、現場を支える中核人材の成長を促進する。 

各ポジションの役割および権限の整理を行
い、責任範囲の明確化を図った。あわせて、
人材育成を見据えた組織体制の整備を行
い、育成と運営の両立が図れる体制づくり
を推進した。 

△ 

指針委員会が中心となり、法人理念に基づいた方
向性を共有し、事業運営の統一性と持続可能性を
高める。 

指針委員会において法人の指針を策定し、
管理職に向けた情報発信を実施した。あわ
せて、これまで構築してきた法人の方向性
について理解を深め、今後の提案・推進を
担うチーム「IGNITE」の人員募集を自薦方
式で行った。結果、7 名の職員が応募し、次
世代の中核人材の育成・体制強化を図った。 

〇 

各施設の老朽化に対応するため、設備投資計画を
立案し、安全で快適な環境づくりを進める。 

各施設において簡易的な修繕計画を作成
し、計画的な維持管理の基盤を整備した。
あわせて、入札に関する仕組みの整理を行
い、手順の理解・習得を進めた。 

〇 

業務の効率化やコスト削減、トラブル防止を目的
にデジタル化、IT 化、ICT 化を推進し、利便性と

NAS 中心の運用実態を踏まえ、情報セキュ
リティおよび BCP 対策の強化を目的とし

△ 



職員の働きやすさを向上させる。 て、クラウド環境の導入に向けた検討を行
った。 

多様性を尊重し、包摂的な社会を目指す D&I の
推進に加え、SDGs を意識した取り組みを展開し、
持続可能な社会づくりに貢献する。 

指針委員会において、多様性を尊重する
D&I の推進に加え、SDGs の視点を踏まえ
た法人指針の策定に取り組んだ。これによ
り、持続可能な社会の実現に向けた基本方
針の明確化を図った。 

△ 

昨年に引き続き、現状や実態に即した規程の見直
しを行い、制度の適正化と運用の効率化を図る。 

総務にて随時見直しおよび修正を行い、実
態に即した運用を継続している。 

〇 

数値目標 評価：○達成・×未達成 
・事業活動収支差額率 

年間計画 結果 評価 

11.9％ 11.4％ × 
 
・法人全体                                    単位：千円 

年間計画 結果 評価 

事業活動収入 1,340,470 事業活動収入 1,462,609 〇 

事業活動支出 1,181,398 事業活動支出 1,295,605 × 

事業活動収支差額 159,072 事業活動収支差額 167,003 〇 
 
・高齢介護部                                   単位：千円 

年間計画 結果 評価 
事業活動収入 507,308 事業活動収入 507,934 〇 

事業活動支出 481,747 事業活動支出 534,973 × 

事業活動収支差額 25,561 事業活動収支差額 △27,039 × 
 
・保育部                                     単位：千円 

年間計画 結果 評価 
事業活動収入 735,509 事業活動収入 856,854 〇 

事業活動支出 622,652 事業活動支出 681,962 × 

事業活動収支差額 112,856 事業活動収支差額 174,891 〇 
 
・障害福祉部                                   単位：千円 



年間計画 結果 評価 
事業活動収入 97,653 事業活動収入 97,822 〇 

事業活動支出 76,999 事業活動支出 78,670 × 

事業活動収支差額 20,653 事業活動収支差額 19,151 × 

 



借入金の状況 
・福祉医療機構からの借り入れ状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）             単位：千円 

借入目的 借入年度 借入金額 令和 6 年度償還状況 借入残高 償還日 
設置・設備資金 

（府中） 
2011 年度 266,100 14,640 353 90,280 2031.5.10 

設置・設備資金 
（みらい） 

2014 年度 146,000 8,064 438 78,624 2034.12.10 

設置・設備資金 
（ようこう） 

2015 年度 154,000 8,508 387 92,170 2036.1.10 

設置・設備資金 
（おひさま） 

2019 年度 68,000 5,196 112 52,393 2035.3.10 

運転資金 
（府中） 

2020 年度 40,000 0 20 40,000 2036.1.10 

 
・広島銀行からの借り入れ状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）               単位：千円 

借入目的 借入年度 借入金額 令和 6 年度償還状況 借入残高 償還日 

設置・設備資金 2014 年度 30,000 2,353 319 10,452 2030.1.30 

設置・設備資金 2014 年度 11,000 845 143 4,760 2031.3.31 

設置・設備資金 2020 年度 25,000 1,807 257 16,938 2035.5.31 
接地・設備資金
（府中小規模） 

2021 年度 120,000 7,860 1,657 94,280 2036.10.21 

 
・借入金の償還財源の状況                             単位：千円 

区分 金額 内訳 

元利償還金【令和 6 年度】 52,574 元金 49,273 利息 3,301 

財源 
自己資金 47,366  

補助金 5,208 元金償還補助金みらい 3,924 おひさま 1,284 

令和 7 年度償還予定額  元金 49,948 利息 3,853 
 
賃貸契約状況 
・独立行政法人国立病院機構との賃貸借契約期間（賀茂みどりの樹） 

賃貸借契約期間 平成 29 年４月 〜 令和 19 年 3 月 
・竹田雅枝様地代（小規模多機能ホーム） 

地代償却について 令和 16（2034）年 12 月〜前払い地代償却終了【320,000 円請求開始】 



・（府中みどり園） 
借地期間について 2010 年 8 月〜2060 年 2 月（50 年間） 

・（みどりの森ゆめのはこども園） 
地代償却について 2011 年 10 月〜2041 年 9 月（30 年間） 

・（みどりの森みらいこども園） 
地代償却について 2014 年 8 月〜2044 年 3 月 以後意思表示なければ 10 年更新 

・（みどりの森おひさまこども園） 
地代償却について 2019 年 8 月〜2044 年 3 月 以後意思表示なければ 10 年更新 

・（小規模多機能ホーム府中みどり園） 
借地期間について 2021 年 2 月〜2051 年 1 月（30 年間） 

 



高齢介護部 
 

利用者の方一人ひとりの生きてこられた歴史を大切に『介護する人』『介護される人』ではなく同じ
人間として尊重する。府中みどり園を自分が年をとった時に生活したい場所として考えられるよう日々
の利用者の方の生活について考える 

 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・外国人技能実習生についての理解と育成をすすめる 
年間計画 取組内容 評価 

2 年目に入り、スケジュールを意識しながら育成
を進めていく。技能実習生チームの共有が LINE
で出来ていない部分があったので、改善する。 

年度の後半、スケジュールを意識しながら、
LINE を活用したが、共有が足りていなかっ
た。 

△ 

協同組合と協力し、技能実習生とともにチーム作
りを行う。 

協同組合に今現在の連携の課題を伝えて、
改善傾向にある。 

△ 

 
・中期計画を進める 

年間計画 取組内容 評価 

特養とデイの計画を進め、GH と小規模は計画を
実施していく。 

特養とデイはほぼ中長期計画が完了、GH
と小規模はリーダー会議内で確認を実施
中。 

△ 

 
・人材の育成（リーダー、スタッフ、実習生） 

年間計画 取組内容 評価 
府中みどり園の将来を意識した人材育成を各リ
ーダーに相談しながら進めていく。介護福祉士取
得を各部署リーダーと進める。 

ユニット内での人材育成の成果までには至
らなかった。後半は施設長の育成を進めた。
介護福祉士受験者がすべて合格した。 

△ 

チューター委員会が育成をリーダーとともに行
っていく。 

チューター委員会は頻繁に開催した。用紙
の見直し、育成についての意見交換を行っ
た。 

△ 

どこの部署も体制を強化する。リーダー同士が連
携し、今年度、安定した運営を目指す。 

特養と GH の協力、ショートと GH の協力、
小規模とデイ、GH、特養の連携が出来つつ
ある。 

△ 

 
 
 



・災害や感染に強い施設づくり 
年間計画 取組内容 評価 

BCP について、出来上がったものを 6 部門がそれ
ぞれブラッシュアップする。 

ブラッシュアップはまだ出来ていないが、
委員会の中で理解できるような取り組みを
した。 

△ 

BCP について、出来上がったものを各部門でユニ
ットスタッフに伝えて、訓練する。 

防災委員会で BCP の理解をすすめた。 〇 

 
・地域共生社会・社会貢献 

年間計画 取組内容 評価 
チームオレンジの活動に関わり、地域と事業所、
普通の生活と施設の生活の垣根を外す活動に取
り組む。 

チームオレンジに関わり、在宅介護をされ
ている家族、他事業所、役場との連携が出
来た。 

〇 

伴走型支援に取り組むための準備をしていく。 
伴走型支援体制整備は読み解く程度しかで
きなかった。 

× 

あいさつ運動、町内会活動など地域とともに歩む
活動に今以上に力を入れる。 

あいさつ運動は秋までは行うことが出来た △ 

 

中期的重点方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

府中みどり園の未来を考えた人材育成。 
施設長交代の育成は十分ではないが、計画
して進めてきた 

△ 

建物の修繕が増えているので、計画的に予算配分
し、修繕費用の捻出をする。   

新しい体制の中で話し合いが進められた △ 

府中町、広島県、県を超えて発信していける理念
に基づいた介護内容の創出と地域づくりを行う。 

大会発表や発信を多く行い、広島県内だけ
でなく、県外にも府中みどり園を発信する
ことが出来た。 

〇 

『誰もが主人公となれる社会をつくる』という法
人理念に向けた取り組みを地域共生社会 ・社会貢
献に視点をおいて実践する。 

ブランケット、介護の魅力発信プロジェク
トなどで社会貢献活動を積極的に行った。 

〇 

 

 

 



施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

大規模修繕 46,200 
大規模修繕（工事総費用 

内補助金） 
43,010 
22,314 

〇 

 
 

 
 

空調工事 
(前期：ルームエアコン)  

 
4,990 

 
 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



府中みどり園 特別養護老人ホーム 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 ・ 『生活』を意識したユニット運営 
年間計画 取組内容 評価 

コロナの感染状況が数年続き、ユニット全体の意
識低下もあり、『生活』についての意識が薄くなっ
ている。どのユニットも入居者様それぞれの生活
を意識して、園内だけの生活でなく、地域も含め
た生活の意味を改めて考える年とする。 

生活については部分的には意識しているよ
うだが、『生活とは何か』の意識がバラバラ
で生活についての理解が出来ていないこと
から、深められていないところが大きい。 

× 

 
・リーダーの育成とリーダーのスタッフの育成力をあげてチーム力をつくる 

年間計画 取組内容 評価 

技能実習生、新卒の育成を通して、特養リーダー、
チューター、スタッフの育成する力を上げる。  

新卒プロジェクトを立ち上げたが、人員不
足や担当者の不在時期が多く、具体的な行
動としてはあまり出来ていなかった。技能
実習生についても協同組合との関わりが意
識的に持てておらず、実習生の思いの共有
についても、情報が滞り、状況が悪化してか
ら対応に追われることがあった。今後の担
当者同士の連携、誰かで情報が止まること
がないようにしていかないといけない。 

△ 

フロアで１名以上はチューターを新たに育成す
る。介護福祉士取得に向けてリーダーが育成に力
を入れる。 

介護福祉士取得に向けて勉強会を施設長が
開催しても特養からの参加者はおらず、リ
ーダーからそれぞれのスタッフへの発信も
少なかった。チューターについては来年度 3
名新しく誕生する予定。 

△ 

入居者様のしたい生活のために、介護技術をスタ
ッフ全員が習得、勉強する。 

介護技術勉強会は開催していたものの、ス
タッフの意識を上げることが出来ておら
ず、参加者があまりいなかった。 

△ 

 
・理念の理解 

年間計画 取組内容 評価 
リーダーの理念勉強会を開催し、理念についてリ
ーダーが自分の言葉でユニットミーティングの
中で話が出来るようにしていく。リーダーは常に
理念と倫理観を意識する。 

リーダーの理念勉強会は開催出来ていなか
ったが、それぞれのリーダーが理念や倫理
観、伝え方を意識できるよう、それぞれに
研修受講をしてもらった。今後、それがいか

△ 



に生かせるかは受講したリーダーたちの意
識が大切。認知症指導者研修に相談員、フ
ァーストステップにリーダー、基本研修に
リーダー、認知症リーダー研修にリーダー、
認知症実践者研修にリーダーがそれぞれ受
講した。 

 
・特養の入退居について 

年間計画 取組内容 評価 

定期的な入居検討会議の開催をして、スムーズな
入居と空床ショートの対応をショート担当者と
相談しながら行えるようにする。 

定期的な入退居については年度前半は出来
ておらず、後半になり、意識的に行えていた
が、関係者との連携が出来ておらず、来年度
の課題となっている。特養のことだけでな
く、府中みどり園全体の運営を考えてほし
い。 

△ 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【利用定員 29 名(府中町に住民票がある方に限る)】 

年間計画 結果 評価 

98％ 98％ 〇 
 
・職員数（計：35 名(併用ショートも含む)） 

施設長 1 名 副施設長 0 名 医師 1 名 

生活相談員 3 名 栄養士 1 名 介護支援専門員 1 名 

看護師 4 名 介護職員 24 名  
 
入居者それぞれの生活づくりを進めていくために、日課は基本的に作らない。 
主な目安としての時間帯は次の表の通りとしている。 
 

区分 時間 日課 区分 時間 日課 

午前 

0：00 
 
おむつ交換、吸引、体位交換 
見守り、入居者対応 

午後 

12：00 昼食【14：00 まで】 

1：00 13：00 昼寝、リハビリ、趣味活動 
トイレ、おむつ交換 3：00 14：00 

5：00 15：00 おやつ 



6：00 起床、洗面、更衣 16：00 
おむつ交換、夕食準備 

7：00 朝食準備 17：00 

8：00 朝食【10：00 まで】 18：00 夕食 

10：00 お風呂【16：00 まで】 19：00 歯磨き、更衣 

11：00 昼食準備 20：00 就寝準備、おむつ交換など 

 

 中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・理念に基づいた介護を伝えられる職員を増やす 

年間計画 取組内容 評価 
日々の介護の中でどのようにしたら理念に近づ
けるのかを考えられるスタッフを増やしていく
ため、スタッフそれぞれのケアの質の向上と，自
己覚知出来る力を作る。 

個別ケア（理念の勉強会）で伝えていること
を特養の参加者でとても理解されていた方
もいたが、まだまだそれぞれが自己覚知が
できるようにはなっていない。 

△ 

現実的に人員配置を考え、理念に近づけるよう具
体的なスタッフの動きを考える。 

人員の不足が後半起きていたため、８時間
夜勤などでスタッフの動きは考えていた
が、理念に近づけるようにというところま
では届いていない。 

△ 

 
 
・予算管理 

年間計画 取組内容  

修繕費用や新たな購入が増えているので、ユニッ
トリーダー同士で必要なものを共有し、計画的に
購入を考える。2 階と 3 階は連携する。 

購入品について、理由が明確でないまま、
伺い書や決裁書が上がってくることがあっ
た。リーダーや相談員が個別のユニットだ
けでなく、全体を考えた購入を意識してほ
しい。 

△ 

人件費の意識をリーダーがもつようにする。配置
基準を満たしている中で、人が不足ではなく、育
成力が不足していることを考えて、育成していく。 

夜勤者の不足が慢性的に起きていて、今年
度もそれが加速している。人員配置を特養
だけでなく、全体で考える必要があるが、
スタッフへの説明、女性の働き方の検討も
必要。人件費も意識しながら、日勤帯職員
の配置を来年度は考えていく必要がある。 

△ 

未来の府中みどり園を見据えて、リーダーや相談
員が自分事として考えられるよう、会議や日々の

簡単に買い替えなどを伝えてくる場面で
は、本当に必要かどうかの確認をした。また

△ 



中で意識していくことと、身の回りの物品、ユニ
ットの物品や環境についてリーダーとスタッフ
が先を見据えて考える。 

物品を大切に使うよう、その都度リーダー
に考えてもらう場面をもった。 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成 ・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



府中みどり園 ショートステイ 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 ・個別ケア 
年間計画 取組内容 評価 

個別ケアプロジェクトで学んだスタッフを中心
にして、ショートステイ（短期の滞在）であって
も、利用者様の背景を個別に理解しながら、関係
づくりを行う。  

個別ケアにショートスタッフがなかなか参
加が出来なかった。 

× 

ショートステイはコロナ禍、ロングショートの利
用者様が増えたことで、『生活』を意識した関わり
が必要となっているが、行われているのは従来と
同じケアである。今年度は『生活』を意識した関
わりをスタッフ全員が考えていく。 

退職者が多く、スタッフの人数が少ない中
で、なかなか生活を意識した関わりができ
ていなかった。 

× 

認知症の症状の方が多く、行き来が多いショート
は認知症の理解をスタッフが出来ることが個別
ケアにつながる。認知症ケアの勉強会を現場に活
かす。ショートステイスタッフが園内勉強会に参
加することを増やしていく。 

認知症ケア勉強会に人員が不足していたた
めか新人スタッフしか参加されていなかっ
た。来年度はユニット内で勉強会を開催し
てはどうか。ショートで認知症ケアの理解
はとても必要。 

△ 

・人材育成 
年間計画 取組内容 評価 

リーダーや相談員だけでなく、スタッフ自らが
「今日はこんなことをする」という目的意識をも
って介護をするユニットにする。 

人材不足により、また取組を行うことを波
及できておらず、出来ていない 

× 

委員会や研修の取り組みを担当者がユニットに
伝えて、スタッフ全体が理念を意識した取り組み
ができるようになる。 

委員会の取組は伝えていたものの、意識し
た取り組みができてはいない。 

△ 

 
・他部署との連携 

年間計画 取組内容 評価 
ショートからグループホームへ、ショートから特
養へ行く利用者様情報の共有と、入居を視野に入
れた情報収集と生活づくりをして、他部署と連携
していく。昨年度も情報共有をお互いのユニット
でしてきたが、今年度も引き続き行う。 

連携を考えて対応することは出来ていた
が、ショートから他部署へ異動する予定の
入居者様が他部署へ異動しないことも見ら
れ、さらなる連携が必要である。 

△ 

 



基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【利用定員 10 名】 

年間計画 結果 評価 
100％ 98％ × 

・職員数「特別養護老人ホーム府中みどり園」の職員定数に含む。 
・日課は、特別養護老人ホーム府中みどり園」に同じ。 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・府中みどり園のショートステイの特徴を理解する 

年間計画 取組内容 評価 
送迎、レク、お風呂、食事、送迎だけで終わらな
いように、利用者の個別性を意識したショートス
テイを目指す。そのためには、「ショートだから、
利用者様の背景について理解しなくても良い」の
ではなく、ショートだからこそ、ご自宅、ご家族
との関わりの中で、その方の背景を意識した関わ
りが重視できるようなショートを目指す。 

今期については利用者の個別性について理
解しながらの関わりがあまり出来ていなか
った。前半でスタッフの退職があり、それ
が後半にも響いていた。 

× 

 
・コロナ禍でショートステイの利用が減らないよう、また利用したいショートを目指す 

年間計画 取組内容 評価 
コロナ禍であっても、受け入れ時の工夫や感染対
策を行い、相談員とスタッフがともに連携をと
り、情報を共有し、利用者様が「また来たい」と
思えるようなショートステイを目指す。 

感染症はほぼなくなり、通常通りになった
ものの、利用が後半減ることがあり、現在
体制を見直し中。 

△ 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成 ・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

 



府中みどり園 デイサービス 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・利用者満足度を上げる 
年間計画 取組内容 評価 

新しいメニューの開発、今のメニューのブラッシ
ュアップをする。 

今のメニューのブラッシュアップとして
は、外出をメインに行えて来た。また外部か
らスタッフの知り合いの歌手を呼んだり、
ボランティアの再開なども行った。 

〇 

利用者についての勉強会をデイ会議の中で行い、
ケアについて考える時間を作る。 

利用者についてそれぞれの担当者から情報
提供はあった。深めるところはもう少し意
識的に行う必要がある。 

△ 

ケアマネや他のデイから情報収集を常に行い、デ
イ相談員会議で満足度の高いデイについて検討
する。今年度はアンケートをとり、それをもとに
考える。 

アンケートをとることが出来ていない。 × 

 
・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 
リーダー層の育成として、園内勉強会への参加、
外部への勉強会への参加、他のデイのリーダー層
との意見交換をする。 

園内勉強会への参加は出来なかったが、相
談員が認知症実践者研修を修了した。 

△ 

スタッフの育成として①コミュニケーション研
修の受講と振り返り②接遇研修の受講と振り返
り③他部署に協力依頼し、技術、認知症ケア、レ
クを学ぶなど行い、サービスの質の向上を目指す。 

① ②は未達だが、③については人員が減少
するまでは行えていた。こちらについて
は今後も継続する必要がある。 

△ 

ショートステイと同じく、認知症の利用者の方が
多いので、認知症症状の理解のための勉強会参加
や会議の中でケアについて話す場をもつように
する。 

勉強会の参加もして、デイ会議の中で毎回、
認知症の方の担当スタッフがその方のこと
について話をしてきたが、深められていな
い。何を話し合うのかが定まっていないの
で、来年はそれを明確にしていく。 

△ 

 
・相談業務体制強化 

年間計画 取組内容 評価 

相談員を育成するために、研修や地域に出ること
を増やし、振り返りを相談員会議の中で行う。 

人材が途中から不足していて、相談員の地
域に出る活動は出来ていない。ただ、相談
員の業務については、新しい相談員もほぼ

△ 



独り立ちができている。 

加算やデイに関連する動向、地域について意識を
した相談業務体制をつくる。 

デイの収益や利用率などについての意識は
相談員会議の中でも話し合われてきた。 

△ 

相談員が人材育成や先のデイの方向性を見据え
て日々体制づくりをする。 

人材育成の体制は来年度の大きな課題。チ
ューターが相談員となっているので、まず
はデイでチューターを育てる必要がある。 

× 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【利用定員 30 名】 

年間計画 結果 評価 

90％ 99％ 〇 
 
・職員数（計：12 名） 

管理者 1 名 看護師 １名 相談員 ３名（兼務 1 名） 

介護職員 ８名 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・府中みどり園のデイサービスの特徴の見直しと PR 

年間計画 取組内容 評価 
スタッフそれぞれが、外に対して PR しているこ
とを心に留め、一人ひとりの日々の対応、接遇、
コミュニケーションを大切にする。 
デイの特徴は常に新しい情報から更新して、より
良いデイサービスを目指す。ボランティアの復活
がまだ出来ていないので、ボランティアや地域と
の関わりを大切にしたデイサービスを目指す。 

デイサービスについては、毎回、デイ会議
の中で言葉遣いについての振り返りを個別
に行い、自分の課題について掲げている。ボ
ランティアの復活は出来ているので、これ
をさらに来年度は進めていく。 

△ 

 
・感染や災害に負けないデイサービス 

年間計画 取組内容 評価 
リーダー、スタッフとも感染や災害について敏感
に対応できるデイサービスを目指す。BCP の理解
を進める。 

台風や、雪の時の対応はデイを止めること
なく行えた。BCP については担当者が防災
委員会に参加して進めている。 

〇 

 



施設・設備整備状況 評価：○達成 ・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額  
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



府中みどり園 グループホーム 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・理念に基づいた実践 
年間計画 取組内容 評価 

地域づくりを積極的に行う。このため、挨拶運動
や日常の散歩、身近な外出なども多く取り入れて
府中みどり園の入居者様が地域に出て、地域の
方々に知ってもらい、地域づくりを一緒に行って
いく。 

挨拶運動はあまり行えなかったが、管理者
が外に出て、地域の勉強会などが行えてい
た。もう少し他のスタッフや GH 全体で取
り組めると良い。 

△ 

スタッフの誰もが毎日の目標をもち、振り返りが
できることを目指す。このため、管理者、リーダ
ーが意識してスタッフに伝えていく。 

毎日の目標まではいかないが、年間目標を
スタッフルームに掲げて意識して仕事をし
てきた。 

△ 

認知症の方との関わり方をグループホームだから
こそ日常生活の中での個別の役割を引き出し、生
活の奥行を大切にする。 

生活について考えて、取組を管理者からリ
ーダー、リーダーからスタッフに伝え続け
て実践してきた。 

〇 

『ほっこりノート』の充実を目指し、面白い言葉
だけでなく、スタッフが考えたことなども書ける
ようにしていく。 

ほっこりノートは停滞気味なので、このこ
との意味を管理者、リーダーが話し合い、行
っていく必要がある。 

△ 

 
・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 
スタッフそれぞれに合わせた研修計画を立案す
る。 

研修計画の立案はされなかったが、それぞ
れに合う研修に多く参加した 

〇 

グループホームケア会議の中で、理念に基づいた
ケアや育成を行う。 

管理者中心に次世代の育成を行ってきた 
〇 

実習生を育てることを通して、自分たちが育つ。 
実習生に関わってきたが、気づきの共有や
さらに学んだことの共有はこれからの課
題。 

 
△ 

リーダーの育成に力を入れ、滞りなく運営が行え
るような体制づくりを目指す。 

リーダーの育成に力を入れて行い、サブリ
ーダーやスタッフ全体の育成は進んだ 

〇 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【利用定員 18 名】 



年間計画 結果 評価 

100％ 99％ × 
 
・職員数（計：18 名（非常勤含む)） 

管理者 1 名 フロアリーダー １人（介護職員兼務） リーダー 1 名（介護職員兼務） 

看護師 １名 計画作成担当者 ２名（介護職員兼務） 介護職員 16 名 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成  
・理念基づいたケア 

年間計画 取組内容 評価 

入居者の背景を把握したケアが日々行える。 
ご自宅訪問を活かした日ごろのケアを行え
ていた。 

〇 

スタッフが言葉遣いや対応を丁寧に行い、入居者
様の尊厳について考えられる人材育成を目指す。 

言葉遣いは時にかなりなれ合いになる場合
があった。 

△ 

 
・地域活動 

年間計画 取組内容 評価 

入居者様が地域の行事、活動に参加できるように
スタッフが地域行事の理解、把握する。 

地域に出られるように、様々なところにお
連れした。もう少し日ごろの地域の活動に
も参加できると良い。 

△ 

 
・感染・事故・防災について 

年間計画 取組内容 評価 
感染症 ・防災 ・緊急時について、スタッフ全員が
理解し、初動についてマニュアル通り行える。 

リーダーや管理者は初動について理解し
た。 

△ 

事故について、スタッフ全員がひやりはっとを多
くあげて、事故を減らす。 

ひやりはっとの意識は高く、そこからなぜ
事故につながったのかを考えて再発防止を
行った。 

〇 

 

 

 



施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



府中みどり園 小規模多機能ホーム 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・地域に必要とされる相談場所となる 
年間計画 取組内容 評価 

府中町、地域包括支援センター、小規模連絡会等
と連携を図り、地域の方が気軽に集まれ、日常的
な助けに繋がる場所作りを目指す。  

地域会議等へ参加し地域課題を知り、出前
講座をはじめ地域の方との交流をしてい
る。地域の方がホームに来られ利用者様と
一緒に活動されている。 

〇 

利用されている方が利用時間の中で地域にふれ
る時間をさらにつくる。 

校内散歩をはじめ地域に出る時間を多く設
けている。 

〇 

集まる場として、地域の方と利用者様が一緒に活
動できるような行事を発案する。 

行動の発信には至っていないが小規模の活
動が地域に浸透しつつある。 

△ 

運営推進会議を活用し、災害時等における地域と
の連携、協力できる体制づくりに取り組む。 

合同訓練等に参加し地域の方との意識共有
をしているが、防災について詳しく発信す
るに至っていない。 

△ 

 
・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 
チューター委員会と小規模チューター制度を活
用し、メンタル面も考慮しながら、育成マニュア
ルの見直しをして、誰もが同じ方向性で育成を進
める。 

チューターを主として他の職員も連携して
チームで育成を行っている。育成時の混乱
がおきないように育成の進捗を見える化す
るなどの工夫している。 

〇 

職員にあった研修受講や理念に基づいたケアに
ついて個別ケアプロジェクトの利用やユニット
会議の中でスタッフと共有していく。 

委員会メンバーがユニット会議で委員会の
内容を共有し一緒に考える場を設け理念へ
の理解を共有している。 

〇 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【登録定員 29 名】 

年間計画 結果 評価 

90％ 90％ 〇 
 
 
・職員数（計：13 名（非常勤含む)） 

管理者 1 名 計画作成担当者 1 名 



看護師 1 名 介護職員 10 名 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・利用者満足度を高める 

年間計画 取組内容 評価 

選ばれる事業所として、外部評価などを利用しな
がら、利用者満足度を高め利用される方を増やす。 

外部評価で頂いた意見をリーダー会議で共
有し満足度アップに繋がるように意識して
いる。このことで利用者アップにはつなが
っていない。 

△ 

理念を理解して、利用者の背景を考えたケアがで
きるようになる。 

ケアプランに反映させ日々のケアに繋げる
ように意識している。 

〇 

 
 
・地域に向けた活動 

年間計画 取組内容 評価 

小規模から地域への広報、小規模がつくった行事
に地域の方が参加するような活動づくり。 

地域に向けて講座を開催しており地域住民
との関わりが増えている。新しい活動も発
信していきたい。 

〇 

 
・竹田雅枝様地代 

賃貸借契約期間 令和 16 （2034）年 12 月 〜 前払い地代償却終了【320,000 円請求開始】 
 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

ソファー 80 ソファー 71 〇 

書類用キャビネット 75 書類用キャビネット 58 〇 

パソコン 100 パソコン   178 〇 

 

 

 



府中みどり園 居宅介護支援事業所 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 昨年度は、居宅介護支援事業所の移転があり、慌ただしい状況の中での運営となったが、府中みどり園
内へ移転したことで、各事業所との連携がより円滑に行える環境となった。 

今年度は、連携強化による支援体制の充実を図るとともに、居宅介護支援事業所としての利用率向上に
努め、地域住民にとってより利用しやすい事業所を目指して取り組んだ。 

 
・繋がることを大切にする 

年間計画 取組内容 評価 
地域の事業所、関係機関と連携し、常に新しい情
報を収集し、発信する。 

管理者が申し送りなどで新しい情報を他の
ケアマネに伝達していた。 

〇 

相談があった時に、府中みどり園居宅に相談して
良かったと言われる事業所を目指す。 

どのような相談にも対応できるように事業
所内で勉強会等を開催し質の向上に努めて
いる。 

〇 

園内の在宅サービスについても常に関心をもち、
連携していく。 

みどり園のサービス利用につながる方でケ
アマネがついていない方については協力で
きた。 

〇 

地域に出向き、社会資源の理解を深め、他の居宅
よりも社会資源を知って活用出来ている事業所
となる。 

地域の認知症ケア勉強会に管理者が参加
し、講師をつとめた。 

〇 

 
・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 
園内スタッフの育成協力。 
ケアマネ、介護福祉士勉強会講師など、園内スタ
ッフの育成に協力する。 

今年度は介護福祉士の勉強会は居宅では開
催されなかった。ケアマネ勉強会は開催さ
れた 

△ 

ケアマネの質の向上。 
研修や勉強など積極的に参加し、自己研鑽する。 

研修などにはそれぞれが積極的に参加した 〇 

府中みどり園の居宅ケアマネとして、理念を理解
し、担当利用者様、事業所、園内スタッフとの関
わりに活かしていく。 

園内スタッフや関係者と連携をはかる会議
はあったが、さらなる連携が必要。 

△ 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率【利用定員 122 名】 



年間計画 結果 評価 
80％ 64％ × 

 
・職員数（非常勤含む） 

管理者 1 名 居宅ケアマネ 3 名 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・選ばれる居宅の意味を考える 

年間計画 取組内容 評価 
選ばれる居宅とはどのような居宅なのかを全員
が共有、理解し、一人ひとりの目標を立てて、選
ばれるための活動について考える。 

各事業所や関係者と必要な情報提供や連絡
ツールを活用し扇の要として必要な他の機
関、多職種へ繋ぎ対応した。 

〇 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     
 



保育部 
 

 子どもたちが、自分が主体であることの幸せや生きる喜びを感じられるよう、一人の人として尊重
し、丁寧に関わる。 
 保護者・地域の方にとって、子育ての支えとなり、子どもたちの成長を分かち合える存在となる。   
 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

※()担当者 
年間計画 取組内容 評価 

保育理念検討委員を園長が担い、定例勉強会（5 ・
7・９月）を開催する。 

5 月 自然保育 講師：菊間様研修 
7 月 庄原保育所・こどもの夢学園・ 

児童発達支援サービス 視察 
8 月 育ちの森 視察 
園長で、保育理念の方向性の再確認をする。 

〇 

検討した理念・方針を 11 月 23 日の合同研修会で
職員周知し、4 園で理解を深め、みどり会の保育・
教育を確立する。 

合同研修会にて、R７年度の取り組みと成
果、今後のビジョンについて周知した。R8
年度は、保育専門委員会を発足し、質の向
上を具体化し実践していく。 

〇 

ゆめのは・ようこう （本田）、みらい・おひさま （日
浦）の 2 チーム制にし、チームマネージャーが運
営・経営を管理する。 

経営面では、予算を上回る収支となった。
運営では、保護者対応や会議等に、必要に
応じてチームマネージャ―が介入し、対応
を行い、改善に努めた。 

〇 

保育方針を分かりやすい言葉に見直し、保育内容
を具体化し研修計画を立てる。（園長） 

保育方針を基本に、ビジョンを示すことが
できた。研修計画等は、R８年度各専門委員
会が立案・企画・運営を行う。 

△ 

月 1 回の主任定期会議を行い、人材育成プログラ
ムの作成と研修計画を立てる。(主任会) 

初任者・社会人基礎・メンター研修の企画・
運営を行い、ある一定の成果を上げた。R8
年度は作成したカリキュラムをもとに運用
する。 

〇  

月 1 回の事務課会議に、本田・日浦が参加し、事
務業務の確認や課題解決、補助金事業等の情報共
有と確認を行う。 

補助金等の情報共有を行い、申請を期日内
に終え、支給を受けることができた。総務
と連携し、育児・介護休業法についても、適
切な対応を共有した。 

〇 

幅広い人材採用に向け、中四国の大学・専門学校
を訪問し、担当者と繋がる。(石﨑・山本) 

担当者と繋がり、今後の人材採用において、
学生の動向や今後の養成校の方向性につい
て、有益な情報を得ることができた。 

〇 



マイナビへ求人情報を掲載し、多くの学生に向け
採用情報を発信する。(山本・石﨑) 

マイナビ掲載により、保育内容に興味を示
した学生が、応募し採用となった。 

〇 

園児募集や採用活動に活用するパンフレットを
作成する。(事務課) 

パンフレット完成、ツールとして活用して
いる。 

〇 

 

中期的重点方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

保育理念を分かりやすい言葉に見直し、職員全体
での理解を促がす。 

保育理念は残し、スローガンとして 「こども
たちの生きる力の根っこを育む」「あそびに
こだわり、あそびこむ」を掲げ、職員周知し
た。R8 年度より、各専門委員会と連動し、
理解を深めていく。 

△ 

中期的修繕計画を立案し、資金を確保する。 
修繕計画事務局作成、計画的に修繕が行わ
れている。 

〇 

園バスを使用し、自然保育活動を充実させる。 
中古園バス１台（園児 25 名＋大人 3 名乗
車）を購入。自然保育活動の充実は R８年
度より実践していく。 

△ 

理念にそって、4 園が保育の質の向上を図る。 
R８年度より、専門委員会を発足し、組織的
に始動する。 

△ 

主任・副主任が、保育部や自園に対して問題意識
を常に持てる環境をつくる。 

主任会達成、副主任会未達。R8 年度は、主
任会が中心となり、計画的に育成していく。 

△ 

次世代の管理者・リーダー職員の育成 ・充実を図
る。 

主任１名が管理者となった。主任・副主任
も目指す職員が出てきた一方で、育成カリ
キュラムが存在しない。 

△ 

職員採用の対象地域とルートを拡大する。 
ルートの拡大はできたが、R8 年度以降は、
中途採用者も視野に、媒体を検討していく。 

〇 

理念を基にしたうえで、児童発達支援事業の検討
と研究を行う。 

児童発達支援事業に向けて、視察はおこな
った。R８年度より準備に入る。 

△ 

中長期計画を策定する。 作成に至っていない。 × 

 



みどりの森ゆめのはこども園 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・保育の専門性の向上 
年間計画 取組内容 評価 

あそび・自然保育・リズムの各主任を中心に計画
的に研修を行う。 

各主任とリーダーが、主任・副主任と現状を
踏まえ、研修の立案・企画・運営を行った。 

〇 

定期的に事例検討会を行い、子どもの育ちと理解
を深める。 

１歳児クラスには、大学の先生に入っても
らい、事例検討会を行い、保育者の語る力
が向上した。 

〇 

0 歳児保育の生活や環境、あそびの見直しを行い、
乳児保育の基礎を深める。 

継続可型研修会に事例と成果を発表したこ
とで、乳児保育の理解を深めた。 

〇 

 
・幼児教育の質の向上 

年間計画 取組内容 評価 

公開保育を行い、外部アドバイザーや参加者の視
点をもとに、保育の振り返りをする。 

公開保育を行い、保育の振り返りから、保
育環境の見直しを行った。保育者の援助に
ついても、職員同士で検討することで、関
りに変化が見られた。 

〇 

幼児主任を中心に、オブザーバーで主任が加わ
り、幼児部会の話し合いの内容を深める。 

話し合いの質が高まり、自ら課題提起し、
解決に向けて、園内研修やカンファレンス
を行い、具体的に取り組む姿が見られた。 

〇 

幼保小架け橋プログラムをもとに、近隣園、近隣
校と子どもの姿を共有し、相互理解を深める。 

公開保育を開催したが、小学校の理解が得
られず、共有が難しかった。 

△ 

 
・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 

主担任研修を定期的に行い、ミドルリーダーとし
ての意識向上と力を付けていく。 

主任が中心となり、計画的に研修を開催。
主担任としての役割を理解し、クラス運営
を行っていが。 

〇 

 
・保護者地域支援 

年間計画 取組内容 評価 
ゆめのは広場の定期開催、連携機関（安佐北区役
所等）や地域ボランティアの方と連携し子育て支
援を行う。 

ゆめのは広場の定期開催・保健師による育
児相談、地域ボランティアによる絵本の読
み聞かせを行った。 

〇 



地域施設との交流や連携を図る。 （敬老の日訪問、
行事へ招待するなど） 

地域の高齢者施設訪問や府中みどり園訪問
を行った。 

〇 

保護者交流会開催や子育て相談日（月 2 回程度）
を設け、保護者の支援を行う。 

保護者交流会開催と子育て支援は、随時行
った。 

〇 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・延べ利用児数 
【利用定員：120＋10 名】 
０歳児 15 名・１歳児 20 名・２歳児 21 名・３歳児 21 名・４歳児 21 名・５歳児 22 名 
１号：３〜５歳児 計 10 人 

年齢 年間計画 結果 評価 

0 歳児 143 名 164 名 〇 

1 歳児 240 名 263 名 〇 

2 歳児 
263 名 

（内 1 号 11 名） 
282 名 

（内１号 19 名） 
〇 

3 歳児 
300 名 

（内 1 号 36 名） 
297 名 

（内１号 33 名） 
△ 

4 歳児 
288 名 

（内 1 号 36 名） 
288 名 

（内１号 36 名） 
〇 

5 歳児 
300 名 

（内 1 号 24 名） 
300 名 

（内１号 24 名） 
〇 

合計 
1,534 名 

（内 1 号 107 名） 
1,583 名 

（内１号 112 名） 
〇 

 
・職員数（計：35 名） 

施設長【園長】 １名 
主幹保育教諭 
指導保育教諭 

２名 
１名 

主担任保育教諭 ７名 

常勤保育教諭 11 名 非常勤保育教諭 ７名 栄養士 ２名 

常勤加配看護師 ０名 非常勤看護師 １名 非常勤保育補助 １名 

事務員 １名 非常勤事務員 １名 非常勤用務員 ２名 
 
・保育時間 

標準時間 
７：00 〜 18：00（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、18：00 〜 19：00 に延長保育を行う。 

短時間 
８：30 〜 16：30（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、16：30 〜 19：00 に延長保育を行う。 



教育標準時間 
９：00 〜 13：00（土・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休業を除く） 
※ただし、７：00 〜 ８：30 および 13：00 〜 19：30 に預かり保育を行う。 

 
 
・一時預かり保育 

実施場所 一時預かり室又は各保育室等 

実施時間 9：00〜17：00 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
年間計画 取組内容 評価 

次世代の管理者候補の育成。 主任が園長となった。 〇 

空調入れ替え積立、修繕積立を行う。 事務局によって、計画的に行っている。 〇 

法人理念、特色を活かした園庭構成と整備を行
う。 

R８年度から行っていく。 × 

未就園児世帯を対象としたオープンスペースを
設置し、地域の子育て支援を行う。 

広島市の事業がなくなったため、設置はな
しとなる。 

× 

少子化を見据えた、新規事業（児童発達支援、放
課後児童クラブ、自然保育に特化したスクール等）
の検討と視察。 

東京どろんこ会視察。R８年度より、児童発
達支援事業準備。 

△ 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成 ・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 
ノートパソコン 購入 200 ノートパソコン 購入 145 〇 

玩具一式 購入 660 玩具一式 購入 688 〇 

乳児巧技台 購入 700 乳児巧技台 購入 711 〇 

保育遊具棚 購入 200 保育遊具棚 購入 100 〇 

玄関ホール間仕切り 購入 150 玄関ホール間仕切り 購入 ― × 

乳児クラス柵取替え 工事 1,100 乳児クラス柵取替え 工事 ― × 

園庭整備 工事 350 園庭整備 工事 ― × 



火災通報装置更新 工事 500 火災通報装置更新 工事 495 〇 

修繕積立 計画 1,000 修繕積立 計画 − − 

  クロス張替 工事 429 〇 

  中古バス購入 350 〇 
 
【R８年度事業計画引継ぎ工事について】 
・LED 照明取替  

R８年度４月山電施工予定している。 
・屋上防水工事   
 R８年度市補助事業対象外となっているが、建物の安全管理の観点から、早期施工が望ましい。 

・2 階テラス防水未施工  
園舎建設時に２階テラスの防水施工が十分に行われていなかったことにより、テラスコンクリート部
分にクラックが発生し、１階テラスへの漏水が確認されている。 

 建設業者である増岡組と協議を重ねているが、現時点で解決には至っていない。 
現在、弁護士へ相談のうえ、広島県建設工事紛争審査会 への申立てに向け準備を進めている。 

  



みどりの森みらいこども園 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・人材育成 
年間計画 取組内容 評価 

若い保育者のキャリアのモデルになれるよう、主
体的なミドルリーダーの育成。 

0 ・1 歳児主担任の言葉や行為、保育そのも
のがみどり会理念から大きく外れており、
その指導や修正・改善と、周りの職員のフ
ォローに多くの時間と労力を要した。 
そんな中ではあったが、主任・副主任が根
気強く若い職員を導いた。 

△ 

一人ひとりの職員の強みを発揮できるよう、多様
な専門性や理念をもとに、話し合いの機会を増や
し目的を一致させていく。 

クラス会議を月 1 回以上開催。子どもや保
護者を否定的に捉えるのではなく、子ども
を主体としてありのままを受け止め、温か
く見守ることを繰り返し伝えた。若い職員
も発言できるような雰囲気作りをし、また
発言の機会を設けた。 

◯ 

 
・働き方改革 

年間計画 取組内容 評価 
各クラスでスケジュール管理をし、全ての職員が
把握、確認できるようにする。 
保育の質を落とさず効率よく働くことを意識し
ていく。 

指導保育教諭を中心に、各クラスや各職員
が抱えている仕事や停滞している業務を把
握し、職員の配置を調整し効率よく働ける
ようにした。 

◯ 

働き方改革では、複数担任のクラスにパソコンの
台数を増やし「ICT の活用」「ノンコンタクトタイ
ム」の成果を確認する。質の向上を目指す保育マ
ネジメントを考えていく。 

パソコンの台数を増やしたことで、土曜日
や子どもの少ない日等を利用し、効率的に
仕事が行えるようになった。また別室で集
中して仕事をする職員の姿も増えた。 

◯ 

 
・保護者・地域支援 

年間計画 取組内容 評価 
保護者、地域の方に乳幼児期の発達、行動の意味
を丁寧に伝え、子どもの育ちを共有する。子ども
がいる幸せを子育てに反映させる支援をしてい
く。 

クラス懇談会等で、写真や動画を使い子ど
もの成長・発達を伝えた。また、伝統文化を
伝えるもちつき会を保護者と共に実施し
た。 

◯ 

園庭開放、みらい広場で、子育て相談の機会を積
極的に設けて、入園・一時預かりに繋げていく。 

園庭開放・みらい広場において、来園保護
者へこちらから声をかけ相談等を受けた。

◯ 



入園・一時預かりの申込みにつながった。 

 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率 
【利用定員 100 名+10 名】１号：満 3〜5 歳児 10 名  2 号：3 歳児、4 歳児、5 歳児各 20 名 
             3 号：0 歳児 17 名、1 歳児 20 名 
 

 年間計画 結果 評価 
0 歳 161 名 202 名 ◯ 
1 歳 240 名 240 名 ◯ 
2 歳 255 名+3 名 

（1 号 15 名） 
246 名+3 名 
（1 号 20 名） 

◯ 

3 歳 276 名+3 名 
（１号 24 名＋新２号 12 名） 

276 名+3 名 
（1 号 24 名＋新 2 号 12 名） 

◯ 

4 歳 276 名+3 名 
（1 号 12 名＋新２号 24 名） 

276 名+3 名 
（1 号 12 名＋新２号 24 名） 

◯ 

5 歳 228 名 240 名 ◯ 
合計 125 名 

（１号 51 名＋新２号 36 名） 
124 名 
（１号 56 名＋新２号 36 名） 

◯ 

 
 
・職員数 34 名 

施設長【園長】 1 名 主幹保育教諭 
指導保育教諭 

1 名 
2 名 

主担任保育教諭 
常勤保育教諭 

6 名 
10 名 

非常勤保育教諭 7 名 管理栄養士 1 名 常勤看護師 1 名 
非常勤用務員 1 名 事務員 1 名 非常勤保育補助 3 名 
非常勤運転手 1 名     

 
・保育時間 

標準時間 日曜日、祝日、年末年始を除く午前 7：30 から午後 6：30 まで 
ただし、午後 6：30 から午後 7：30 延長保育を行う。 

短時間 日曜日、祝日、年末年始を除く午前 8：30 分から午後 4：30 
ただし、午後 4：30 から午後 7：30 分延長保育を行う。 

教育標準時間 土・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休業を除く午前 9：00 から午後 1：00 



ただし、午前 7：00 から午前 8：30・午後 1：00 から午後 7：30 預かり保育を行う。 
 
・一時預かり保育 
子育て支援の一環として行うものであり、その意義及び必要性について保育園全体の共通認識のもと、積
極的に取り組む。 
一時預かり事業における子どもの集団構成は、定型的、継続的な通常保育の集団構成と異なることから、
一人一人の子どもの心身の状態、適応状況などを考慮して保育するとともに、通常保育との必要な関連性
を配慮しつつ柔軟な保育を行う。 

実施場所 一時預かり室又は各保育室等 
実施時間 9：00〜17：00 

 
・保育内容  

年間計画 取組内容 評価 
子どもの主体性を大切にした、子どもの姿ベース
の指導計画（保育マップ）を取り入れ子ども、保
育者が一緒に考え、プロジェクト保育に繋げてい
く。 

月案を WEB マップ形式に変更した。 
前月の内容に追加・修正することで視覚的
に分かりやすく、事務的にも省力化するこ
とができた。 

◯ 

子ども主体の活動や環境構成を考え、子どもたち
が関わりながら成長できるよう状況に応じて環
境を柔軟に整えていく。 

コロナ禍以降、園児の登降園を西門経由で
テラス受け渡しとしていた点を変更した。
正面玄関経由で園内各クラスでの受け渡し
とし、夕方の園庭での活動時間を増やした。 
0 ・1 歳児室は、園児の発達に合わせて環境
構成を変更した。 

◯ 

 
 
・職員研修 

年間計画 取組内容 評価 
公開保育実践を深めていく。他園の保育実践を見
て学び、自分の公開保育実践の深化や課題、議論、
成果を確認していく。 

他園の保育実践を見てアイデアを取り入れ
たり、自クラスの環境を見直すために意見
を出し合い、課題について話し合い環境構
成を考えて変えていった。研修担当の職員
は他園を見る機会を得たが、その他職員が
他園見学を行う機会は、職員配置の関係か
ら設けることが困難だった。 

△ 

現場で起こる問題を解決するために、課題の分析 
成功事例の話し合いを増やし、自身の保育の考え
方や思考を学んでいく。 

各クラス会をすることで情報共有し課題を
抽出していき、園の理念に沿った保育と自
身の保育について考える機会を継続的につ
くっていった。 

◯ 



中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
【現状と課題】 
 少子化・小規模保育園の増加に伴い、待機児童が年々減少している。特に 0 歳児入園数が、毎年変動し
ている。 

年間計画 取組内容 評価 
子どもたちの保育を担う専門的立場から、子ども
の発達・成長を伝え、時代に即した保育の発信と、
園と保護者で子どもたちを見守られる環境づく
りの提案を発信していく。 

クラス懇談会等で、写真や動画を使い子ど
もの成長・発達を伝えた。また、伝統文化を
伝えるもちつき会を保護者と共に実施し
た。 

◯ 

一人ひとりの職員が、やりがいのあるキャリアプ
ランを描き、仕事に意義を見いだし意欲を持って
働き続けられる持続可能な職場環境の整備をし
ていく。 

キャリアアップを目指す職員に必要と思わ
れる園外研修や勉強会を案内し、さらに意
欲的に仕事に取り組めるようにした。また、
家庭の事情（子や親の介護等）がある職員
も働きやすい環境となるよう、必要なフォ
ローや面談を行った。 

◯ 

 
 
 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成               単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 評

価 
 金額 物品件名【購入・工

事】 
金額  

西門・園庭柵の改修 
（2/1 補助金） 

2,000 保護者の出入りを西門
でなく正面玄関に変更
し、工事不要とした。 

0 ✕ 

食器補充・給食機器修
理 

200 食器補充    117 
機器修理     15 

133 ◯ 

パソコン補充（４台） 
（2/1 補助金） 

500 ノート PC（4 台） 671 ◯ 

巧技台、教材費 
(2/1 補助金) 

1,000 エアマット     372 
巧技台       237 
軽量マット     167 
ベンチ       112 

889 ◯ 

 



みどりの森ようこうこども園（令和７年度） 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・収支 
年間計画 取組内容 評価 

園庭開放やようこう広場を活用して０歳児の早
期入園を目標としていくと共に、次年度の園児獲
得へとつなげていく。 

０歳児の入園に関しては７月の時点で定員
に達し、開園から最も早い達成となった。
園庭開放やようこう広場も平均して毎月 3
〜4 組の利用となっている。 

〇 

 
・保育士の専門性の向上 

年間計画 取組内容 評価 

遊びや自然保育、食育など課題をもって園外研修
に参加し、知り得た情報等を今後の保育に活かす
為に職員間で話し合っていく。 

課題に感じていることの研修に参加でき
た。知り得た情報だけでなく、日々の保育
の中で必用な玩具や環境設定について話し
合い、保育で実施していった。 

〇 

 
・働き方改革 

年間計画 取組内容 評価 

乳児クラスの SIDS、体温等の健康チェックを簡
易的に行えるように ipad を購入しコドモンで入
力、管理を行う。 

ipad を 3 台追加購入。全クラスでコドモン
によるチェックを行えるようにできたこと
で、入浴と管理がしやすくなった。また、ド
キュメンテーションを使用し、クラスの子
どもの様子を保護者へ発信することも行い
やすくなった。 

〇 

 
・保護者との連携、相互理解 

年間計画 取組内容 評価 
保護者会の話し合いに参加し、園の思いと保護者
会の思いを共有しながら行事や子どもたちの楽
しめる経験等につなげていく。 

保護者会と行事や体験イベントについて進
めていくことで、園では経験できない楽器
演奏を聴く機会などの時間がもてた。 

〇 

全体懇談会やクラス懇談会を通して、園の方向性
やクラスの取り組みを伝え、保護者理解を深めて
いく。 

全体懇談会では、保護者の方に夢中になっ
て遊んでもらい、時間になったら遊びを中
断して片づけをすることを経験してもらっ
た。その時の子どもの思いを理解するだけ
でなく、園で大切にしている思いの寄り添

〇 



いや汲み取りについても理解をしてもらっ
た。クラス懇談では、各クラスの大切にし
ている思いを伝え、歳児の育ちを保護者に
も同じ目線で見守ってもらえるようにして
いった。 

 
・地域や外部との交流・情報発信 

年間計画 取組内容 評価 
園庭開放・ようこう広場等の園情報を SNS で発
信をし、地域の方が気軽に目に留めやすい機会を
設けていく。 

園庭開放の情報を都度 Instagram で発信す
ることで、地域の方の目に留まり、参加を
していただくことができた。 

〇 

地域の高齢者の方と畑づくりや散歩等を通じて
交流の機会を設ける。 

散歩中はあいさつ程度の関りしかできてい
なかった。芋の苗植えでは交流をもつこと
ができた。コロナから中止していた敬老会
を再開するなど、交流の場をもてるように
計画していく。 

△ 

 
・幼保小連携 

年間計画 取組内容 評価 

幼保小連絡会や園と小学校の訪問を通じて就学
に向けた情報共有や連携を図っていく。 

地域の小学校と交流をもつ機会を増やし、
年長児が小学校を訪問し口内の見学をする
ことができ、就学に向けた意識づけに繋が
った。 

〇 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・延べ利用児数 
【利用定員：126 名（うち 1 号 18 名）】 

０歳児 15 名・１歳児 16 名・２歳児 20 名・３歳児 19 名・４歳児 19 名・５歳児 19 名 
１号：満３歳児 ３名・３〜５歳児 計 15 名 

年齢 年間計画 結果 評価 

0 歳児 140 名 157 名 〇 

1 歳児 212 名 203 名 × 

2 歳児 
258 名 

（うち 1 号 18 名） 
255 名 

（うち 1 号 15 名） 
× 

3 歳児 
276 名 

（うち 1 号 48 名） 
276 名 

（うち 1 号 48 名） 
〇 



4 歳児 
284 名 

（うち 1 号 56 名） 
274 名 

（うち 1 号 55 名） 
× 

5 歳児 
252 名 

（うち 1 号 24 名） 
252 名 

（うち 1 号 24 名） 
〇 

合計 1,434 名 1,417 名 × 
未達成要因：定員弾力化にあたる定員数を超過しないように、入園時期の調整をおこなった。 
       
・職員数（計：32 名） 

施設長【園長】 １名 
主幹保育教諭 
指導保育教諭 

１名 
２名 

主担任保育教諭 ６名 

常勤保育教諭 11 名 栄養士 １名 非常勤保育教諭 ６名 

常勤加配看護師 ０名 非常勤看護師 １名 非常勤保育補助 １名 

事務員 １名 非常勤事務員 ０名 非常勤用務員 １名 
 
・保育時間 

標準時間 
７：30 〜 18：30（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、18：30 〜 19：30 に延長保育を行う。 

短時間 
８：30 〜 16：30（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、16：30 〜 19：00 に延長保育を行う。 

 
・一時預かり保育 

実施場所 各保育室 

実施時間 9：00〜17：00 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・保育士の専門性の向上 
年間計画 取組内容 評価 

園外研修やキャリアアップ研修等に積極的に参
加し、資質向上に努める。リズムやわらべうたの
園内研修を行う（自主研修含む）。 

園外研修には職員体制の状況からいつでも
参加ができる状況ではなかったので年間で
70 回程度の参加となった。リズム研修は毎
月の職員会議の中に取り入れ行っていった
がわらべうたについては定期的な開催とは
ならなかった。 

△ 



新入職員研修を４園で定期的に行う中、２・３年
目の職員を対象に園内で保育の振り返りを行い、
悩みなどの解決につなげていく。 

新入職員はいなかったが 2，3 年目の職員に
は、日頃の保育を通しての疑問等を聞きな
がら主任・副主任が中心にアドバイスを行
ったり一緒に考えていき、解決に努めるよ
うにした。 

〇 

中堅保育士の育成に力を入れ、主任、副主任、主
担任、行事責任者ができる人材を育成していく。 

これまで大きな行事の主を経験していない
職員が主を受けもつことで、行事の進め方
や見えない部分の仕事を知り、分からない
ことは主任や副主任達とも連携を図りなが
ら進めていった。リーダーの育成に関する
外部研修に参加をする機会はあったが、園
内の取り組みとしては、なかなか伝えてい
く場を設けることができなかった。 

△ 

廿日市市の幼保小合同研修会や交流会に積極的
に参加し、就学に向けた取り組みなどの情報共有
を通して小学校側の考えを知る。 

今年度は新たに交流をできる小学校が１校
増え、校内見学をすることができたり、学
校生活の情報を教えてもらう機会がもて
た。幼保小連携協議会の中でも、他園や小
学校教員との情報共有を通して、互いの取
考えを話し合い、知ることはできた。 

〇 

 
・働き方改革 

年間計画 取組内容 評価 
産休・育休から復帰できる環境（状況に応じた育
休の延長、ショートタイムの活用、育児しながら
働きやすい職員体制）づくりをする。 

育休復帰後のシフトや勤務時間の相談を受
けながら、家庭と仕事が無理のないように
調整を行った。 

〇 

保育以外の必要な事務作業やクラス会議などの
時間を作れるよう、職員配置を整えていく。 

職員配置に十分な余裕がなく、しっかりと
時間を作って事務作業を進めることが難し
い時期もあった。 

△ 

 
・保護者との連携・相互理解 

年間計画 取組内容 評価 

保育参加の受入れを継続的に実施する。 年間で 15 家庭の参加があった。 〇 

全体懇談会やクラス懇談会を通して、園の方針や
クラスの取り組みを伝え、保護者理解を深めてい
く。 

各懇談会で保護者に伝えたい内容を整理
し、園の方針を日頃の様子やエピソードと
照らし合わせながら伝えたり、実践しなが
ら子どもの思いを知ってもらう等の取り組
みを行い、保護者理解を深めていった。 

〇 



配慮を要する児については、保護者との情報共有
を密に行う。必要に応じて専門機関と連携し判断
を仰ぎ、支援の方法を個別に考え保護者や専門機
関と連携していく。 

配慮や支援が必要な児については、保護者
と定期的に面談の機会を作り、情報共有を
しながら支援を行っていった。また、今後
支援が必要と思われる園児については、保
護者としっかりと話をした上で、専門機関
と連携が図れるように丁寧に対応をしてい
る。 

〇 

 
・幼保小連携 

年間計画 取組内容 評価 

園と小学校が「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」の視点をもってよりスムーズに接続できる
よう、小学校への園児訪問など連携を図る。 

地域の小学校との交流の機会が増え、前年
度までと比べて連携を図りやすい環境には
なってきている。幼保小の架け橋プログラ
ムを自治体で作成されたこともあり、今後
の連携に関しても少しずつ連携を図ること
ができていけるように思う。 

〇 

 
・地域や外部との交流・情報発信 

年間計画 取組内容 評価 
園庭開放などを通して地域の子育て支援の役割
を果たしていく。 

園庭開放 15 回/年 参加 52 組 61 名 
ようこう広場 7 回/年 参加 28 組 37 名 

〇 

地域の高齢者や近隣の方との交流を継続し、職員
や子ども達が交流の機会を楽しむと同時に、地域
の方と親しみをもてるようにする。 

園の畑の取り組みや散歩先のグランドゴル
フ場での交流を継続はできているが、より
親しみをもって関われるように、敬老会を
計画していく。 

△ 

地域や外部（公的機関、教育機関、養成校など）
に、ホームページ・ブログ・Instagram 等でみど
り会の「特色ある保育」や「子ども主体の保育」
「行事の様子」などについて発信していく。 

ブログは行事の様子を中心にあげていき、
Instagram は園の様子（特色・子ども主体の
保育）や子育て支援情報を中心に発信を行
っていった。年間投稿 30 回 

〇 

 
 
 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                  単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 
ipad(3 台) 180 ipad(３台) 160 〇 



ままごとセット 141 補助金対象外となり購入を
再検討 

 × 

積み木セット 570  × 

跳び箱 130 跳び箱 120 〇 

園庭小屋修繕 100 
依頼業者が対応に時間がか

かり、次年度修繕予定 
 × 

高見台修繕 200 高見台修繕 206 〇 

  テラススピーカー 97  

  砂場用品整理ワゴン 73  

  ネットワーク設備更新 301  

  テラスシャワー水栓工事 97  
 
 
 
 



みどりの森おひさまこども園 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・人材育成 
年間計画 取組内容 評価 

おひさまこども園の保育理念と方
針を深く理解し、それを効果的に職
員に伝達できるミドルリーダーの
育成に注力する。 

４園合同研修を契機に保育理念の理解を深めるととも
に、副主任がミドルリーダーとしての役割を担い、今年度
初めて実施した４園副主任会において目指すリーダー像
に基づく実践報告や振り返りの共有を行うことで、ミド
ルリーダーとしての役割理解と実践力の向上につながっ
た。 

△ 

人との繋がりや協働を生み出す力
を育くめる話し合いの機会を増や
すことで、チームで働く力を高めて
いく。 

日々の保育において短時間の対話の機会を継続的に設け
ることで、職員同士が子どもの姿や課題を共有し主体的
な意見交換が活発となり、クラス間の連携や助け合いが
進みチーム力の向上につながった。また、乳児・幼児間
の連携強化に向けて朝の集いを実施し、相互理解と協働
の促進に取り組んでいる。 

△ 

 
・働き方改革 

年間計画 取組内容 評価 

行事や計画の内容を見直し、より効
果的で実践的な保育につながる取
り組みを実施する。以下の方針に基
づき、勤務時間内で実行可能な内容
に改善し、日々の保育に直接活かせ
る形で実践する。 

行事や計画内容の見直しを継続的に行い、特に月案・週案
については保育への活用状況を踏まえ、ウェブマップを
導入することで子どもの姿を基にした保育の展開につな
げる取組を進めた結果、活動の広がりが見られるように
なり、現場の意見を踏まえながら計画様式の改善を図り、
次年度は日々の保育により直結する計画への移行を予定
している。 

△ 

勤務スケジュールを明確化するこ
とで、ノンコンタクトタイムの確保
と活用できるようにする。 

勤務スケジュールをフォロー表として副主任が管理しノ
ンコンタクトタイムの確保に努めるとともに、実施時に
は業務の目標設定と進捗確認を行い効率的な活用を図っ
たが、保育体制上の制約により安定的な時間確保が難し
い状況が見られた。 

△ 

 
 
 
 
 
 



・保護者・地域支援 
年間計画 取組内容 評価 

昨年度実施した離乳食試食会、わら
べうた、運動遊びなどのプログラム
が保護者から高い評価を得たこと
を踏まえ、今年度はこれらの内容を
さらに充実させる。 

離乳食試食会はアンケートを基に内容の改善を行い、保
護者ニーズに応じた実施とするとともに、わらべうた・運
動遊び・リズム遊び等を通して園の特色や子どもの発達
における重要性を伝え、園庭開放と併せて入園や継続的
利用につながる取組を行った。参加した保護者からは「離
乳食に対する不安が軽減し安心した」「やってみたい」「参
加してよかった」といった声があり、また園の遊びを体験
する中で「この園に入りたい。ただ人気なんですよね」と
いった入園意欲の高まりも見られた。 

〇 

こどもの遊ぶ様子から、発達段階に
応じた支援を行うとともに、地域全
体の子育て環境の向上を目指す。 

登降園時の対話を通して子どもの様子や園での取組を伝
えるとともに、発達段階に応じた関わり方を保護者と共
有し、特に０・１歳児においてはマッサージ等の実践を通
して家庭との連携を図った。また、園庭開放では実際の子
どもの発達の姿を見ながら説明することで保護者の理解
と安心につながり、「家庭でもやってみます」といった声
や「また参加したい」との意欲的な反応が見られた。さら
に、おひさま広場についてもキャンセル待ちが出るほど
好評を得ており、保護者ニーズの高い取組となった。これ
らの取組を通して、身体発達や保育内容の理解促進およ
び地域支援につながった。 

△ 

ドキュメンテーション、ブログ、園だ
より、クラスだよりの内容を充実さ
せ、子どもの姿や発達が明確に伝わ
るよう工夫する。 

園だよりやクラスだよりについては単なる報告とな
らないよう、子どもの発達や保護者の困り感に応じ
た内容とし、写真や資料を活用して理解しやすい発
信に取り組んだ。また、インスタグラムを活用した情
報発信により、園見学者からの評価も高く、園の魅力
発信につながっている。 

△ 

乳幼児期における重要な土台づく
りを、園と家庭が一体となって進め
る。 

登降園時の対話や園だより等を通して、子どもの生活習
慣や発達に応じた関わり方を家庭と共有し、園と家庭が
連携して乳幼児期の育ちの基盤づくりに取り組んだ。特
に０歳児については発達差を踏まえ、運動発達や離乳食
の進め方、抱っこやふれあい遊び等を具体的に伝え、子ど
もの姿を共有しながら保護者の不安軽減と理解促進につ
なげた。 

△ 

 
 
 
 
 



・保育内容 
年間計画 取組内容 評価 

子どもの主体性を最大限に尊重し
た保育を基本とし、ウェブマップな
どの視覚的ツールを活用して、多角
的な視点から保育の質を向上させ
る。 

今年度ウェブマップを新たに導入し月案に取り入れるこ
とで、子どもの姿を基にした保育の展開が広がる取組を
行うとともに、ドキュメンテーション作成や参考文献の
活用により発達理解を深め、一人ひとりに応じた保育の
充実につなげた。 

〇 

０歳児から５歳児までの発達の流
れを考慮し、リズム、散歩、自然遊
び、運動遊びの計画を作成する。 

今年度より毎月の職員会議を活用した園内研修を実施
し、短時間ではあるが学んだ内容を保育に実践する姿が
見られ、保育の引き出しの増加につながったが、資料作成
や時間確保に課題があるため、次年度は実施方法を見直
し研修内容の充実を図る。 

△ 

 
・職員研修 

年間計画 取組内容 評価 

より良い園づくり、人間関係をつく
っていくために、主任、乳児主任、
幼児主任を中心に保育を語り合う
時間や場面をつくる。 

午睡中やノンコンタクトタイムを活用し、副主任を中心
に保育を語り合う時間を日常的に設ける取組を行い、当
初は時間確保への意識が十分ではなく実施にばらつきが
見られたが、継続する中で子どもの姿を共有する機会が
増え、職員同士が主体的に対話の時間を確保するなど、関
係性の向上と保育の共有につながっている。 

△ 

虐待チェック表を基に保育を振り
返り、年に数回人権研修を行う。 

園長による人権・虐待防止研修を実施するとともに、チェ
ック表を基に個別面談を行い保育の振り返りを行った結
果、概ね適切な保育が実施されていることを確認したが、
時間的制約の中での関わり方や声かけ、動作によっては
誤解を招く可能性のある場面についても共有し、その都
度声かけや面談を行うことで職員の意識向上と保育の見
直しにつなげた。 

〇 

一年を通して、自然、運動、リズム
の学びの時間を取り入れ、一人一人
が子どもの発達を理解することで、
ねらいをもって保育に活かすこと
ができるようにする。 

今年度は、自然・運動・リズムの各分野について毎月短時
間の学びの機会を設け、職員会議等を通して保育実践へ
の理解を深めてきた。運動遊び・リズム遊びについては身
体発達との関連が専門的であり、短時間の学びでは理解
の深化に課題が見られたが、理論を学ぶことで職員が興
味を持ち保育に取り入れる姿が見られた。次年度は学び
の機会を充実させ、職員一人ひとりが運動遊び・リズム遊
びと身体発達の関連を理解した上で、理論的理解（インプ
ット）を保育実践（アウトプット）へとつなげ、自ら考え
実践できる研修体制を整えていく。 

△ 

 



基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・延べ利用児数 
【利用定員：60 名＋8 名】  

０歳児 ６名・１歳児 ８名・２歳児 10 名・３歳児 12 名・４歳児 12 名・５歳児 12 名 
１号：満３歳〜５歳児 計８名 

年齢 年間計画 結果 評価 
0 歳児 80 名 100 名 〇 

1 歳児 144 名 143 名 〇 

2 歳児 
152 名 

（内 1 号２名） 
152 名 

（内 1 号９名） 
〇 

3 歳児 
156 名 

（内 1 号２名） 
142 名 

（内 1 号 117 名） ✕ 

4 歳児 
144 名 

（内 1 号２名） 
144 名 

（内 1 号０名） ✕ 

5 歳児 
144 名 

（内 1 号２名） 
136 名 

（内 1 号０名） ✕ 

合計 826 名 817 名 ✕ 
 
・職員数（計：21 名） 

施設長【園長】 １名 
主幹保育教諭 
指導保育教諭 

１名 
２名 

主担任保育教諭 
常勤保育教諭 

６名 
４名 

非常勤保育教諭 ３名 管理栄養士 １名 非常勤看護師 １名 

非常勤用務員 １名 事務員 １名 非常勤保育補助 １名 
 
・保育時間 

標準時間 
７：30 〜 18：30（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、18：30 〜 19：30 に延長保育を行う。 

短時間 
８：30 〜 16：30（日曜日、祝日、年末年始を除く） 
※ただし、16：30 〜 19：30 に延長保育を行う。 

教育標準時間 
９：00 〜 13：00（土・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休業を除く） 
※ただし、７：00 〜 ８：00 および 13：00 〜 19：30 に預かり保育を行う。 

 
・一時預かり保育 

実施場所 一時預かり室又は各保育室等 

実施時間 9：00〜17：00 
 



中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
【現状と課題】 

年間計画 取組内容 評価 

キャリアアップ研修の効果を最大
限に発揮できていないことから、
研修結果による計画・実践できる
環境をつくる。 

キャリアアップ研修で学んだ内容は各自が保育の中で活
用しているが、研修期間や受講時期の違いにより園内での
共有や振り返りの時間確保が難しく、組織的な活用には至
らなかったため、職員会議での発表機会の設定等、計画的
な共有体制の構築に向けた検討を行い、次年度はその反省
を踏まえ発表の場を設ける。 

✕ 

事務的業務の負担があり、残業が
発生している。 
年・月・週案、児童票、行事などの
見直しを行う。 

月案と週案の連動や行事・制作内容の見直しを行い業務改
善に取り組むとともに、ノンコンタクトタイムを活用し目
標を設定した効率的な業務遂行を図り、職員間で声を掛け
合い時間内対応に努めているが、保育体制上の制約により
十分な時間確保が難しく事務業務が追いつかない状況が
見られ、ノンコンタクトタイムの確保と業務量の適正化が
課題となっている。 

△ 

職員配置を考慮した計画的な時間
を確保し仕事の視覚化をする。 

副主任がフォロー表を作成し業務の可視化を図るととも
に、進捗状況の確認や業務時間の確保に取り組んだが、業
務量と保育から離れる時間とのバランスに課題があり、安
定した運用には至っていない。 

△ 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成 ・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

門扉取り換え工事（3 か所） 
（３/４補助） 

4,600 門扉取り換え工事（3 か所） 4342 〇 

食器補充 150 食器補充 110 〇 
巧技台、パソコン補充 

（1/2 補助） 
1,000 巧技台、パソコン補充 918 〇 

玩具（4 園積み木等） 350 玩具（積み木等） 86 〇 

教材教具（市からの補助あり） 400 教材費 523 ✕ 

門扉看板 50 門扉看板 70 〇 

棚（新年度に向けて）３台 90 棚（新年度に向けて）２台  〇 
 



障害福祉部 
 

障害者・障害児の自己決定と社会参加を支援することは、個人の尊厳を守りつつ、社会全体の発展と
調和をもたらす重要な取り組みである。家族、教育機関、支援機関、企業、地域社会など、多様な関係
者が連携し、障害のある人々が自らの可能性に挑戦できる社会を構築していく。 
 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

賀茂みどりの樹で運営支援ソフトを導入する。 
運営支援ソフトの導入は、費用対効果や体
制面の課題から今年度は見送った。引き続
き検討を継続する。 

△ 

賀茂みどりの樹の理念を決定する。 

理念の決定には至らなかったが、研修等を
通じて整理に向けた基盤づくりを進めた。
今後は現行理念との整合性を踏まえ、方向
性の明確化を図る。 

× 

リーダーの人材育成・業務運営能力の向上を図
る。 

担当業務と責任の明確化を行い、一部経理
業務の内製化を進めた。人材不足の中で運
営の安定維持を優先しつつ、業務ローテー
ションや役割付与を通じて、職員が幅広い
業務に対応できる体制づくりと人材育成に
努めた。 

△ 

事業所間の連携を強化する。欠員時のフォロー
等、緊急時に強い体制を作る。 

RING から賀茂みどりの樹への応援体制の
整備が完了した。 

〇 

関係法令・方針・指針について部内の全職員に
周知・共有し、理解を深める。 

研修・勉強会を定例で開催した。基本的な
支援方針・指針についての共有は出来つつ
あるが、関係法令については理解不十分な
職員もいるため、継続して行う必要があ
る。 

△ 

 

中期的重点方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

新規事業所について検討する。 

新規事業所の検討は現時点で進んでいない
が、移行支援事業所の建物取壊しに向け、
移転先の検討を開始。現在は鷹野橋周辺に
てテナントの選定を進めている。 

× 



リーダーの育成に取り組む。特に、専門的知
識・事務処理・労務管理能力の向上を目指す。 

育成途中である。候補者には定例の勉強会
以外にも個別指導を実施し、研修・プロジ
ェクトへの参加を奨励した。 

△ 

ICT の活用や既存の仕組みの見直しにより、業
務効率化を図る。 

運営支援ソフトの導入、公式 LINE の活
用、NAS のクラウド化について検討してい
る。 

× 

 
 
 
 
 



賀茂みどりの樹 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

① 受け入れ拡充と収益向上【継続】 
利用者ニーズ調査の実施と分析を行う。 

利用者ニーズ調査の結果、放課後等デイサ
ービスは問い合わせは多いが、定員満員の
ため見学に至らないケースが多かった。一
方、児童発達支援は一定数の問い合わせや
見学はあるものの、保護者が療育の必要性
を十分に感じていない場合も見られた。そ
のため、見学時には児童発達支援管理責任
者が直接聞き取りを行い、困りごとの把握
や療育の必要性の説明を丁寧に説明する体
制へ見直し、利用につなげている。 

△ 

② 受け入れ拡充と収益向上【継続】 
祝日開所日の段階的増加を図る。 

祝日開所日の増加を目標に取り組んだが、
今年度中の実施には至らなかった。 
一方で、来期開始に向けて規程変更や各種
届出、契約書等の整備を進め、受け入れ体
制の拡充と収益向上に向けた準備を行っ
た。 

△ 

個別ニーズ(特性)に対応可能な柔軟な療育教材を
見直す。 

個別ニーズに応じた療育教材の見直しを行
い、発達段階や特性に合わせた選定・活用
を進めた。既存教材の工夫に加え、必要に
応じて手作り教材も活用し、支援の質向上
に努めた。 

△ 

デッドスペース削減によるスペースを有効活用
する。 

デッドスペース削減に向けレイアウトを見
直し、可動式衝立の活用により空間を柔軟
に区分し、スペースの有効活用を図った。
あわせて、机や椅子のサイズ見直しや配置
変更を行い、動線改善と療育環境の向上に
努めた。 

〇 

５領域に基づく体系的な職員研修プログラムを実
施する。 

５領域に基づく研修を実施し、強度行動障
害や発達の多様性に関する理解を深めた。
今後も継続的な研修を通じて支援の質向上
に努める。 

〇 

 



幼稚園・保育園・こども園・小学校・特別支援
学校との連携を強化する。 

関係機関との連携強化に向け、訪問や連携
会議を通じて情報共有と課題把握を行っ
た。あわせて送迎時の情報交換を活用し、
継続的な連携に努めた。 

△ 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
・利用率（平均利用者数/日） 
【利用定員：放課後等デイサービス ５名・児童発達支援 ５名】 

事業種別 年間計画 結果 評価 
放課後デイサービス ５名 2.5 名 × 

児童発達支援 ５名 5.4 名 〇 
 
・職員数（計：９名） 

管理者 １名 児童発達支援管理責任者 １名 保育士 ２名 

児童指導員 １名 非常勤保育士 １名 非常勤 ３名 
 
・サービス提供時間 

児童発達支援 
【火曜日〜金曜日】9：45 〜 16：00 
【土曜日及び長期休業中】9：45 〜 16：00 

放課後デイサービス 
【火曜日〜金曜日】14：30 〜 17：30 
【土曜日及び長期休業中】10：30 〜 16：30 

・指定期間 
児童発達支援事業所 令和５年４月 〜 令和 11 年 3 月 

放課後等デイサービス 令和５年 4 月 〜 令和 11 年 3 月 
 
・独立行政法人国立病院機構との賃貸借契約期間 

賃貸借契約期間 平成 29 年４月 〜 令和 19 年 3 月 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
・放課後デイサービスの送迎ルートの効率化 

年間計画 取組内容 評価 

みどりの森こども園と連携を強化する。 
こども園との連携強化に向け、職員アンケ
ートにより現状把握を行ったが、大きな進
展には至らなかった。今後は結果を踏ま

× 



え、段階的に連携体制の構築を進める。 

人件費削減・人員確保のために送迎ルートの効
率化を図る。【継続】 

遠方で単独となる送迎先を中心に範囲を見
直し、運行の効率化を図った。これにより
職員負担の軽減と安定した運営に向けた改
善を進めた。 

△ 

理念に基づいた、療育方針の確認と見直しを行
う。 

理念の見直しには至らなかったため、既存
理念に基づく支援を継続した。個別支援計
画の説明を通じて丁寧な相談対応を行い、
発達段階に応じた支援に努めた。 

△ 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

 ０  ０  
 
 
 
 
 
 
 
 

  



RING 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・新規営業、事業 
年間計画 取組内容 評価 

企業の集まる研修などに積極的に参加する
等、新規就職・実習先企業を開拓する。 

労働局主催の企業交流会や障害者就業・生活
支援センター主催の座談会、地域連携会議に
参加した。会議により新たに関係性を構築し
た企業の見学を実施し、就職・実習先の候補
として開拓につなげることができた。 

〇 

既存の取引先企業からの紹介を含め、新規で
営業を行い、新規作業取引先を開拓する。 

清掃物件のオーナー変更に伴い、次の管理会
社に RING を推薦され、失注することなく新
規取引の開始につなげた。さらにそれを契機
に２社の新規企業との取引を開始し、多数の
新規案件獲得および作業の拡大につなげてい
る。 

〇 

就労選択支援事業について準備・実施を行
う。 

10 月より就労選択支援事業を開始している。
問い合わせは多数あり、関係各所と連携を取
りながら、２名の選択支援が終了した。 

〇 

 
・職員育成 

年間計画 取組内容 評価 

令和８年度以降に向け、就労継続支援Ｂ型の
リーダーとなる職員を育てる。 

これまでサービス管理責任者が担っていた就
労継続支援Ｂ型のリーダー業務を段階的に移
管しながら、育成を進めている途中である。 

△ 

経験の浅い職員に対して、専門性を高めるた
めの教育カリキュラムを段階的に実施する。 

職員全員参加の研修会を年４回実施し、支援
現場で生じた疑問や対人支援の基礎、障害福
祉サービス制度の理解を深めている。次年度
は月１回の定期開催とし、より実践的な内容
へと充実を図っていく。 

〇 

一人年２回以上、専門分野の外部研修に参加
する。【継続】 

常用職員は 1 人２回以上、平均 3.5 回の外部
研修に参加した。定時職員は勤務や作業の都
合上参加が難しく、伝達研修に留まった。 

△ 

 
  



・訓練、作業について 
年間計画 取組内容 評価 

就労継続支援 B 型の施設外の作業（ビルメン
テナンスなど）を強化する。【継続】 

ビルメンテナンスの作業量は増加している。
就労継続支援Ｂ型でも定期清掃の作業に取り
組めるようになり、質・量ともに多くの作業
を担えるようになった。 

〇 

利用者が安全に効率良く作業できる環境づく
りのために、作業ツールをアップデートす
る。 

作業内容に応じて備品を補充、新調した。従
来使用していたツールの見直しも行い、より
安全、効率の良さを考えた物品に変更を行っ
た。 

〇 

就労移行支援のビジネスマナー等の座学系訓
練プログラムの充実を図る。 

障害特性のばらつきが大きく、座学系訓練の
一斉実施が困難なため行えなかったため、就
職活動の中で個別に行うことで対応した。 

△ 

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 
【利用定員：就労移行支援事業所 ８名・就労継続支援事業所 B 型 12 名】 
・就労移行支援事業所  

 年間計画 結果 評価 

平均利用者数（/日） 7.5 名 7.1 名 × 
年間就職者数 

※来年度実績に反映できる対象数 ４名 2 名 × 

年間生産活動売上 6,316 千円 66,887 千円 〇 

利用者の平均工賃月額 25 千円 23.7 千円 × 
 
・就労継続支援事業所 B 型 

 年間計画 結果 評価 
平均利用者数（/日） 10 名 12.0 名 ○ 

年間生産活動売上 6,579 千円 8,100 千円 〇 

利用者の平均工賃月額 25 千円 38 千円 ○ 
 
・職員数（計：10 名 ※兼務あり） 

管理者 １名 サービス管理責任者 １名 職業指導員 ２名 

非常勤職業指導員 ２名 生活支援員 ２名 非常勤生活支援員 １名 

目標工賃達成指導員 １名 就労支援員 １名 就労選択支援員 １名 



就労定着支援員 １名 
 
・サービス提供時間 

開所時間 8：30 〜 17：30 

利用時間 8：30 〜 15：00 
 
・指定期間 

就労移行支援事業所 令和５年７月１日 〜 令和 11 年６月 30 日 

就労継続支援 B 型事業所 令和５年 7 月１日 〜 令和 11 年６月 30 日 

就労定着支援事業所 令和７年５月１日 〜 令和 13 年４月 30 日 

就労選択支援事業所 令和７年 10 月１日〜令和 13 年９月 30 日 
 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 
年間計画 取組内容 評価 

内職をテーマとした、就労継続支援事業所 B 型
を立ち上げる。【継続】 

就労選択支援の開始および法人方針によ
り、昨年度に続き積極的な新規事業展開は
行っていない。一方で問い合わせ数は増加
しており、状況に応じて今後の事業展開を
再検討する必要がある。 

× 

ビルメンテナンスのプロとしても従事できる福祉
職員を増員する。【継続】 

定期清掃等の作業は問題なく実施している
が、ビルクリーニング技能士の資格取得に
は至っておらず、今後の課題となってい
る。 

× 

就労支援事業指導員を配置し、作業を拡大す
る。 

１名の職員を指導員と就労支援事業指導員
で按分配置し、業務体制の最適化を図るこ
とで、作業の拡大と売上の増加につなげ
た。 

○ 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 
施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 

評価 
物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

 ０  ０  
 


